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1
9
4
2
年
に
僧
侶

だ
っ
た
父
と
診
療
所
を

実
家
に
持
つ
母
の
間
に

生
ま
れ
た
。
実
家
は

「
臼
井
」
と
い
う
。
上

に
兄
1
人
と
姉
2
人
が

い
る
。

　

父
は
か
な
り
破
天
荒
な
性
格
だ
っ
た
ら
し

い
。
日
蓮
宗
の
僧
侶
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
冬

の
間
、
薄
い
麻
衣
を
ま
と
っ
て
水
行
、
托

鉢
、
誦
経
、
題
目
な
ど
の
荒
行

を
行
う
「
百
日
寒
行
」
は
5
年

間
（
5
行
）
も
経
験
し
た
と
聞

か
さ
れ
た
。
こ
れ
を
5
年
間
続
け
、
そ
の
後

も
ど
こ
か
の
寺
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
当

時
の
熱
河
省
へ
布
教
活
動
に
飛
び
出
し
、
10

年
ち
か
く
過
ご
し
て
い
た
そ
う
だ
。

　

父
の
生
活
ぶ
り
を
よ
く
知
っ
て
い
た
母
は

「
わ
が
子
に
は
お
坊
さ
ん
だ
け
に
は
さ
せ
ま

い
」
と
心
に
誓
っ
た
ら
し
く
、
息
子
は
医
師

に
さ
せ
た
い
と
考
え
た
と
い
う
。
実
家
の
兄

（
私
に
と
っ
て
の
伯
父
）
が
医
師
だ
っ
た
こ

と
か
ら
そ
う
考
え
た
の
だ
と
思
う
が
、
そ
の

意
思
は
私
が
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

私
自
身
の
「
幼
児
体
験
」
は
、
や
は
り
戦

争
で
あ
る
。
生
ま
れ
た
当
時
は
す
で
に
父
は

内
地
に
戻
っ
て
お
り
、
八
王
子
に
疎
開
し
て

い
た
が
、
当
時
は
大
本
営
の
築
い
た
八
王
子

地
下
司
令
部
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
連

日
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
空
襲
に
見
舞
わ
れ
て
い

た
。
夜
に
な
れ
ば
灯
火
管
制
が
敷
か
れ
、
夏

の
暑
い
盛
り
に
薄
暗
く
土
臭
い
防
空
壕
で
夜

を
過
ご
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
ま
た
終

戦
直
後
も
親
戚
縁
者
の
な
か
に
戦
地
帰
り
や

傷
痍
軍
人
が
お
り
、
幼
心
に
戦
争
の
悲
惨
さ

を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

　

戦
争
が
終
わ
っ
た
後
、
私
は
新
学
校
制
度

の
も
と
、
八
王
子
市
内
の
小
学
校
に
入
学

し
、
高
校
か
ら
は
立
川
高
校
に
進
学
し
た
。

旧
制
下
の
東
京
府
立
第
二
中
学
を
継
ぐ
も
の

で
、「
村
長
養
成
学
校
」
と
い
う
異
名
が

あ
っ
た
。
リ
ベ
ラ
ル
な
校
風
が
特
徴
で
、
年

に
一
度
の
学
校
祭
は
校
外
に
も
広
く
知
ら

れ
、
校
風
に
ひ
か
れ
て
転
校
し
て
く
る
学
生

が
い
た
ほ
ど
だ
。
2
年
生
の
時
、
私
の
ク
ラ

ス
で
は
武
田
泰
淳
の
「
ひ
か
り
ご
け
」
の
演

劇
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
演
出
を
担
当
、
最

優
秀
賞
に
輝
い
た
。
ま
た
当
時
は
学
園
紛
争

が
華
や
か
な
頃
で
、
高
校
を
卒
業
し
た
O
B

が
「
オ
ル
グ
」
に
来
て
い
た
。
私
も
訳
が
分

か
ら
ぬ
ま
ま
デ
モ
に
連
れ
て
行
か
れ
、
清
水

谷
公
園
か
ら
首
相
官
邸
、
国
会
、
日
比
谷
公

園
ま
で
練
り
歩
い
た
思
い
出
が
あ
る
。

　

多
摩
と
い
う
土
地
柄
の
気
風
を
一
言
で
表

す
な
ら
、「
荒
々
し
い
」
だ
ろ
う
。
新
田
義

貞
の
分
倍
が
原
の
合
戦
の
土
地
で

あ
り
、
八
王
子
千
人
同
心
の
根
拠

地
、
幕
末
の
新
選
組
を
生
ん
だ
武

道
に
励
む
土
地
と
し
て
も
有
名
だ
。

　

高
校
を
卒
業
、
千
葉
大
学
医
学
部
に
進
学

す
る
際
に
こ
の
地
を
離
れ
る
が
、
こ
こ
で

育
っ
た
こ
と
が
後
年
、
役
に
立
つ
こ
と
に
な

る
。
東
京
都
医
師
会
会
長
を
務
め
た
際
に
歴

代
会
長
か
ら
「
多
摩
地
域
を
大
事
に
し
な
さ

い
」
と
、
気
性
の
激
し
い
多
摩
地
域
の
舵
取

り
の
難
し
さ
を
教
え
ら
れ
た
が
、
私
自
身
が

そ
う
し
た
気
風
の
な
か
で
育
っ
た
た
め
か
多

摩
地
域
の
方
々
と
気
脈
が
通
じ
、
あ
ま
り
苦

労
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

戦
争
末
期
に
生
ま
れ
、
気
性
の
荒
い
多
摩
に
育
つ

第２回

私の医道
唐澤祥人

元日本医師会会長

25
対
1
医
療
療
養
病
床
・
介
護
療
養
病
床
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
報
告

東
京
都
慢
性
期
医
療
協
会

　

医
療
費
の
削
減
を
目
的
に
、
2
0
1
8
年

3
月
末
を
も
っ
て
介
護
保
険
の
介
護
療
養
型

医
療
施
設
と
、
医
療
保
険
の
25
対
1
医
療
療

養
病
床
は
廃
止
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
廃
止

予
定
の
病
床
が
ど
う
な
る
か
は
、
現
在
行
わ

れ
て
い
る
厚
生
労
働
省
社
会
保
障
審
議
会

「
療
養
病
床
の
在
り
方
等
に
関
す
る
特
別
部

会
」の
議
論
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

医
療
必
要
度
の
低
い
患
者
様
は
在
宅
医
療
等

に
移
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
基
本
的
な
方
向

性
は
す
で
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
こ
の
方
針
、
そ
し
て
一
連
の
議
論

は
あ
ま
り
に
「
医
療
区
分
」
あ
り
き
、
当
事

者
不
在
で
議
論
を
進
め
て
い
る
傾
向
が
あ
る

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
06
年
に
廃
止
が
決

定
さ
れ
た
が
、
今
後
高
齢
者
が
急
増
す
る
東

京
都
に
お
い
て
は
需
要
の
流
れ
に
対
し
て
逆

行
し
て
い
る
と
さ
え
言
え
る
。

　

そ
こ
で
今
回
、
介
護
療
養
病
床
と
25
対
1

医
療
療
養
病
床
に
入
院
し
て
い
る
患
者
様
、

ご
家
族
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
、「
生
の
声
」
を
う
か
が
う
こ
と
に
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
期
間
は
今
年
8
月
5
日
〜

9
月
30
日
で
、
介
護
療
養
病
床
と
25
対
1
医

療
療
養
病
床
を
有
す
る
、
東
京
都
慢
性
期
医

療
協
会
会
員
病
院
7
病
院
で
実
施
し
た
。
有

効
回
答
数
は
6
2
9
件
で
、
病
床
数
に
占
め

る
割
合
は
65
・
4
％
と
極
め
て
高
い
回
答
を

頂
く
こ
と
が
で
き
た
。
患
者
様
の
関
心
が
い

か
に
高
い
か
は
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
裏
付
け

ら
れ
よ
う
。

　

18
年
3
月
末
で
療
養
病
床
の
一
部
が
廃
止

さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
79
％
（
6
2
9
人

中
4
9
7
人
）
が
「
知
ら
な
い
」
と
回
答
し
、

ま
た
91
％（
6
0
1
人
中
5
4
4
人
）が「
廃

止
に
反
対
」
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
一
部
新
聞
報
道
で
は
伝
え
ら
れ
た
も
の

の
、
か
な
ら
ず
し
も
十
分
に
認
識
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

現
在
の
病
態
で
退
院
し
て
「
自
宅
療
養
は

不
可
能
で
あ
る
」
と
の
回
答
は
9
割
近
く
に

達
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、「
容
態
の

急
変
時
に
対
応
で
き
な
い
」「
自
宅
療
養
に

必
要
な
設
備
や
用
具
が
整
っ
て
い
な
い
」「
独

居
、
ま
た
は
日
中
に
介
護
で
き
る
家
族
が
不

在
」
と
い
っ
た
回
答
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
ら

の
回
答
は
医
療
現
場
の
実
感
か
ら
も
十
分
頷

け
る
も
の
だ
っ
た
。

　

自
由
記
載
で
も
多
く
の
方
か
ら
ご
意
見
を

頂
き
、
国
の
政
策
を
疑
問
視
す
る
声
や
、
自

宅
療
養
に
な
っ
た
と
き
の
不
安
な
ど
を
聞
く

こ
と
が
で
き
た
。「
介
護
退
職
」
を
懸
念
さ

れ
る
声
も
多
く
、
生
活
そ
の
も
の
が
脅
か
さ

れ
る
心
配
も
散
見
さ
れ
た
。
在
宅
療
養
環
境

が
今
後
、
劇
的
に
整
備
が
進
め
ば
話
は
別
だ

が
、
前
号
で
安
藤
高
朗
当
協
会
会
長
が
指
摘

し
て
い
る
よ
う
に
実
現
は
か
な
り
難
し
い
。

　

介
護
療
養
病
床
の
退
院
患
者
の
6
割
は
い

わ
ゆ
る「
死
亡
退
院
」で
あ
る（
14
年
3
月「
東

京
都
に
お
け
る
長
期
療
養
高
齢
者
の
看
取
り

の
実
態
に
関
す
る
調
査
報
告
書
」
よ
り
）。

多
く
の
患
者
様
と
家
族
に
と
っ
て
、
介
護
療

養
病
床
は
文
字
通
り
「
最
後
の
砦
」
な
の
だ
。

地
方
の
よ
う
に
す
で
に
高
齢
化
の
ピ
ー
ク
を

過
ぎ
、
空
床
が
目
立
つ
よ
う
な
地
域
で
あ
れ

ば
、
無
理
に
残
す
必
要
は
な
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
少
な
く
と
も
東
京
都
は
こ
れ
か
ら
高

齢
化
の
本
番
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。「
介
護

難
民
」
や
「
看
取
り
難
民
」
を
生
む
わ
け
に

は
い
か
ず
、
介
護
療
養
病
床
が
果
た
す
役
割

は
む
し
ろ
こ
れ
か
ら
な
の
だ
。

　

当
協
会
は
、
東
京
都
病
院
協
会
慢
性
期
医

療
委
員
会
と
と
も
に
、
引
き
続
き
東
京
都
に

お
け
る
療
養
病
床
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

報　告

賛成である
1（0％）

反対である
544（91％）

よく分からない
56（9％）

可能だが不安
56（9％）

不可能である
555（88％）

よく分からない
10（2％）

可能である
8（1％）

容
態
の
急
変
時
に
対
応
で
き
な
い

在
宅
医
療
（
訪
問
診
療
、
訪
問
介
護

等
）
が
不
十
分

在
宅
介
護
（
ヘ
ル
バ
ー
に
よ
る
入
浴

や
食
事
等
の
介
助
）
が
不
十
分

自
宅
療
養
に
必
要
な
設
備
や
用
具
が

整
っ
て
い
な
い

独
居
、
ま
た
は
日
中
に
介
護
で
き
る

家
族
が
不
在
で
あ
る

介
護
者
も
高
齢
で
あ
り
、
十
分
な

介
護
が
で
き
な
い

自
宅
療
養
に
か
か
る
費
用
に
不
安
が

あ
る

そ
の
他

知っていた
132（21％）

知らなかった
497（79％）

４）質問３：質問２で②可能だが不安、③不可能である、
　　を選択の方にお伺いいたします。その理由はなぜです
　　か（複数回答可）

５）質問４：平成30年３月末に
　　療養病床の多くが廃止される
　　ことについて、どのようにお
　　考えですか

３）質問２：療養病床での入院が
　　続けられなくなった場合、現
　　状の病態で自宅療養すること
　　は可能ですか

２）質問１：平成30年３月末に
　　上記療養病床の多くが廃止さ
　　れる予定であることをご存知
　　でしたか

 ① 調査目的
介護療養病床に関しては、平成 30 年３月末にて廃止さ
れる予定である。これを踏まえ、国や東京都の議論にて、
当会会員病院に入院中の患者様やご家族の声を反映さ
せるべく、緊急アンケート調査を実施するもの。
 ② 調査実施場所
介護療養病床を有する、東京都慢性期医療協会会員７
病院において実施した。
 ③ 調査期間
平成 28年８月５日～平成 28年９月 30日
 ④ 回答数
有効回答数：629件
病床数に占める割合：65.4％

１）回答者の続柄
入院者の子供 399（64％）
入院者の夫または妻 112（18％）
入院者の兄弟・親戚 58 （9％）
後見人 23 （4％）
入院者の知人・友人　 10 （2％）
入院者本人　 3 （0％）
ほか 3 （0％）

知っていた
132（21％）
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◆
中
学
校
区
に
お
け
る
人
口
や
面
積

　

区
市
町
村
別
の
人
口
と
面
積
に
つ
い
て
は

東
京
都
の「
東
京
都
の
人
口（
推
計
）（
補
正
）」

の
2
0
1
6
年
1
月
1
日
現
在
の
デ
ー
タ
を

用
い
ま
し
た
。
ま
た
区
市
町
村
別
の
中
学
校

数
は
、
東
京
都
が
「
平
成
27
年
度
学
校
基
本

統
計
」で
公
表
し
て
い
る
中
学
校
数
の
う
ち
、

公
立
中
学
校
数
を
用
い
ま
し
た
。
人
口
と
面

積
を
公
立
中
学
校
数
で
除
す
こ
と
に
よ
り
、

区
市
町
村
別
の
1
中
学
校
区
当
た
り
平
均
人

口
と
平
均
面
積
を
算
出
し
ま
し
た
。

　

1
中
学
校
区
当
た
り
平
均
人
口
が
最
も
多

か
っ
た
の
は
中
央
区
の
3
万
5
7
4
9
人
、

以
下
豊
島
区
、
新
宿
区
、
世
田
谷
区
、
目
黒

区
と
3
万
人
超
の
区
が
並
び
、
島
し
ょ
部
も

含
め
た
東
京
都
全
体
で
も
2
万
1
6
0
3
人

と
、
2
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に

最
少
は
青
ヶ
島
村
の
1
6
6
人
で
す
。

　

ま
た
1
中
学
校
区
当
た
り
平
均
面
積
が
最

も
広
い
の
は
奥
多
摩
町
の
2
2
5
・
53
㎢
、

最
も
狭
い
の
は
荒
川
区
の
1
・
02
㎢
で
す
。

「
お
お
む
ね
30
分
以
内
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
さ
れ
る
日
常
生
活
圏
域
」
と
い
う
の

も
や
や
曖
昧
な
表
現
で
す
が
、
仮
に
半
径
2

㎞
と
す
る
と
2
×
2
×
3
・
14
＝
12
・
56
㎢
、

半
径
1
㎞
と
す
る
と
3
・
14
㎢
と
な
り
ま
す
。

ち
な
み
に
23
区
で
平
均
面
積
が
3
・
14
㎢
を

超
え
る
の
は
千
代
田
区
の
5
・
83
㎢
の
み
で
、

千
代
田
区
も
含
め
た
23
区
の
平
均
面
積
は

1
・
63
㎢
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

小
笠
原
村
の
14
・
6
％
、
2
位
が
青
ヶ
島
村

の
15
・
1
％
、
4
位
に
御
蔵
島
村
の
16
・
9

％
と
、
島
し
ょ
部
が
目
立
ち
ま
す
。
区
部
で

は
3
位
に
中
央
区
の
16
・
2
％
、
5
位
に
港

区
の
17
・
4
％
、
6
位
に
千
代
田
区
の
18
・

3
％
、
そ
し
て
7
位
に
渋
谷
区
の
19
・
1
％

と
都
心
部
が
続
き
ま
す
。

　

時
点
が
異
な
る
の
で
一
概
に
は
言
え
ま
せ

ん
が
、
渋
谷
区
西
部
は
、
渋
谷
区
の
中
で
も

さ
ら
に
若
い
地
域
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。

　

逆
に
高
い
区
市
町
村
と
し
て
は
、
奥
多
摩

町
の
47
・
9
％
、
桧
原
村
の
46
・
9
％
、
そ

し
て
三
宅
村
の
38
・
9
％
、
以
下
に
は
新
島

村
、
八
丈
町
、
大
島
町
と
、
こ
ち
ら
も
島
し

ょ
部
の
名
前
が
並
び
ま
す
。

◆
標
準
化
死
亡
比

　

健
康
の
度
合
い
を
示
す
指
標
と
し
て
、
標

準
化
死
亡
比
を
用
い
て
み
ま
し
た
。

　

死
亡
率
は
通
常
年
齢
に
よ
っ
て
大
き
な
違

い
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
異
な
っ
た
年
齢
構
成

で
あ
る
地
域
別
の
死
亡
率
を
、
そ
の
ま
ま
比

較
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
比
較
を
可
能

に
す
る
た
め
に
は 

標
準
的
な
年
齢
構
成
に

合
わ
せ
て
、
地
域
別
の
年
齢
階
級
別
の
死
亡

率
を
算
出
し
て
比
較
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

全
国
の
歳
階
級
死
亡
数
を
全
国
5
歳
階
級

別
人
口
で
除
し
た
も
の
を
「
標
準
死
亡
率
」

（
人
口
10
万
対
の
死
亡
数
）
と
し
、
基
準
死

亡
率
を
対
象
地
域
に
当
て
は
め
た
場
合
に
、

計
算
に
よ
り
試
算
さ
れ
る
死
亡
数
と
実
際
に

観
察
さ
れ
た
死
亡
数
と
を
比
較
し
た
も
の
が

「
標
準
化
死
亡
比
」
で
す
。
我
が
国
の
平
均

を
1
0
0
と
し
て
お
り
、
標
準
化
死
亡
比
が

1
0
0
以
上
の
場
合
は
我
が
国
の
平
均
よ
り

死
亡
率
が
高
い
と
判
断
さ
れ
、
1
0
0
以
下

の
場
合
は
死
亡
率
が
低
い
と
判
断
さ
れ
ま

す
。

　

標
準
化
死
亡
比
は
、
直
接
に
は
健
康
か
ど

う
か
の
指
標
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
年
齢
階

級
別
に
み
て
低
い
死
亡
率
と
い
う
こ
と
な
の

で
、
あ
る
程
度
は
健
康
に
関
す
る
指
標
と
考

え
て
良
い
で
し
ょ
う
。

　

日
本
全
国
の
市
区
町
村
別
の
標
準
化
死
亡

比
の
分
布
に
東
京
都
の
区
市
町
村
の
分
布
を

重
ね
た
も
の
が
図
1
で
す
。
全
国
平
均

1
0
0
に
対
し
て
東
京
都
は
、
男
性
97
・

5
、
女
性
99
・
2
で
す
。
全
国
の
区
市
町
村

の
分
布
が
ほ
ぼ
き
れ
い
な
放
物
線
を
描
く
の

に
対
し
て
、
東
京
都
の
区
市
町
村
の
分
布
は

85
〜
95
の
と
こ
ろ
に
ピ
ー
ク
が
来
て
い
ま

す
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
1
2
5
以
上
の

値
を
示
す
区
市
町
村
の
割
合
が
い
ず
れ
も
全

国
平
均
よ
り
も
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

標
準
化
死
亡
比
が
最
も
低
い
の
は
男
女
と

も
に
青
ヶ
島
村
で
、
男
性
61
・
3
、
女
性

49
・
5
で
、
女
性
は
全
国
平
均
の
半
分
以
下

の
死
亡
率
で
す
。
逆
に
最
も
高
い
の
が
御
蔵

島
村
で
、
男
性
2
0
2
・
3
、
女
性

2
2
2
・
1
と
、
全
国
平
均
の
倍
以
上
の
死

亡
率
で
す
。

　

最
低
最
高
と
も
に
島
し
ょ
部
と
い
う
の

は
、
人
口
が
少
な
い
こ
と
に
よ
る
ブ
レ
が
大

き
く
出
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
23
区
・
26

市
で
み
る
と
、
男
性
で
最
も
低
い
の
が
杉
並

が
前
提
と
し
て
い
た
（
は
ず
の
）
中
学
校
区
、

人
口
に
し
て
概
ね
1
万
人
と
い
う
も
の
は
、

全
国
平
均
で
想
像
さ
れ
た
、
当
時
の
仮
説
で

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
し
て
や
急
性
期
医
療

ま
で
を
視
野
に
入
れ
た
場
合
に
は
、
東
京
都

地
域
医
療
構
想
策
定
部
会
で
も
議
論
さ
れ
た

よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
東
京
都
全
体
が
一
医
療

圏
と
言
っ
て
も
過
言
で
な
い
状
況
も
あ
り
ま

す
。

◆
町
丁
別
性
別
年
齢
別
人
口

　

最
近
は
各
行
政
機
関
の
統
計
も
充
実
し
て

き
て
お
り
、
住
民
基
本
台
帳
を
基
礎
と
し
た

町
丁
別
（
市
区
町
村
内
の
町
別
、
丁
目
別
）

の
人
口
を
公
表
し
て
い
る
市
区
町
村
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
個
別
に
各
地
区
の
人
口
状

況
を
把
握
す
る
に
は
そ
れ
ら
町
丁
別
の
人
口

を
集
計
す
る
こ
と
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
先

月
号
で
お
示
し
し
た
渋
谷
区
西
部
の
人
口
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
は
そ
の
よ
う
に
し
て
作
成
し
ま
し

た
。
た
だ
そ
の
地
域
の
将
来
推
計
自
体
は
困

難
で
す
か
ら
、
将
来
推
計
の
際
に
は
、
集
計

し
た
結
果
に
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
の
市
区
町
村
別
の
推
計
結
果
を
乗
ず
る

等
の
工
夫
が
必
要
で
す
。

　

本
稿
で
は
、
地
域
差
の
概
要
を
見
る
こ
と

が
主
な
目
的
で
す
か
ら
、
高
齢
化
率
を
も
っ

て
比
較
の
指
標
と
し
ま
す
。
な
お
区
市
町
村

別
の
高
齢
化
率
に
つ
い
て
も
東
京
都
の
「
東

京
都
の
人
口
（
推
計
）（
補
正
）」
の
16
年
1

月
1
日
現
在
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
率
を
低
い
順
に
み
る
と
、
1
位
が

区
の
76
・
6
で
、
以
下
、
小
金
井
市
、
目
黒
区
、

多
摩
市
、
国
分
寺
市
と
続
き
ま
す
。
女
性
も

杉
並
区
の
81
・
9
が
最
も
低
く
、
以
下
、
三

鷹
市
、
世
田
谷
区
、
小
金
井
市
、
目
黒
区
と

続
き
ま
す
。
逆
に
男
性
で
最
も
高
い
の
は
、

台
東
区
の
1
1
7
・
5
、
以
下
、
荒
川
区
、

墨
田
区
、
足
立
区
、
江
東
区
と
続
き
ま
す
。

女
性
は
あ
き
る
野
市
の
1
1
7
・
0
で
、
以

下
、
福
生
市
、
台
東
区
、
羽
村
市
、
江
東
区

と
続
き
ま
す
。

　

健
康
に
関
す
る
指
標
は
、
地
域
住
民
が
必

要
と
し
て
い
る
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
量

と
種
類
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
考

え
る
た
め
に
持
ち
出
し
た
も
の
で
す
。
将
来

的
に
は
、
地
域
ご
と
の
罹
患
率
や
要
介
護
割

合
な
ど
、
よ
り
的
確
で
多
様
な
指
標
が
用
い

ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

◆
持
ち
家
住
宅
率

　

総
務
省
が
5
年
に
一
度
行
っ
て
い
る
「
住

宅
・
土
地
統
計
調
査
」
で
は
、
住
宅
の
所
有

区
分
と
世
帯
の
年
間
収
入
階
級
等
を
市
区
町

村
別
に
調
査
し
た
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。「
平

成
25
年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
」
に
よ
れ
ば
、

全
国
平
均
で
は
61
・
7
％
で
す
が
、
東
京
都

で
は
45
・
8
％
と
、
持
ち
家
は
全
体
の
世
帯

の
半
数
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

東
京
都
で
集
計
さ
れ
て
い
る
の
は
23
区
と

医
療
と
介
護
の
経
営
情
報
室
室
長　

土
屋
　
敬
三
氏

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
で

　
　 
考
慮
す
べ
き
地
域
格
差（
下
）

当協会常任理事・中医協委員の猪口雄
二先生の講演会が下記要領にて開催さ
れますので、ご案内いたします。

日　時：平成 28 年 11月9日（水曜日）
　　　　午後３時30分～午後５時00分
場　所：新宿パークタワー内　セミナー
　　　　ルーム（新宿区西新宿 3-7-1）
テーマ：「今後の医療提供体制と 2018
　　　　年診療報酬改定」

医療と介護の一体改革に伴い、今後の病
院医療の提供体制の改革がどのように進
むか、2018 年診療報酬改定についての
最新の動向も含めてお話しいただきます。

主　催：東京ガス株式会社
　　　　（東京都病院協会賛助会員）
その他：事前申込制です。
参加費：無料

お問い合わせ
TEL:03-5400-7787（東京ガス・山脇氏）

講演会のお知らせ
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26
市
、
そ
し
て
瑞
穂
町
と
日
の
出
町
の
51
区

市
町
で
す
が
、
そ
の
中
で
最
も
持
ち
家
住
宅

率
が
高
い
の
は
日
の
出
町
の
89
・
7
％
、
次

い
で
あ
き
る
野
市
の
76
・
5
％
、
以
下
、
青

梅
市
、
瑞
穂
町
、
武
蔵
村
山
市
と
続
き
ま
す
。

最
も
低
い
の
は
中
野
区
の
38
・
8
％
で
、
以

下
、
新
宿
区
、
北
区
、
杉
並
区
、
中
央
区
と

続
き
ま
す
。

　

持
ち
家
住
宅
率
が
低
い
こ
と
は
住
民
の
流

動
性
が
高
い
こ
と
を
推
察
さ
せ
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
形
成
に
お
け
る
課
題
で

あ
る
と
と
も
に
、
医
療
介
護
総
合
確
保
推
進

法
に
お
け
る
「
住
み
慣
れ
た
地
域
」
と
い
う

用
語
の
定
義
そ
の
も
の
に
係
わ
る
問
題
で

す
。

◆
世
帯
当
た
り
年
間
平
均
収
入
試
算
額

　

上
記
の
通
り
「
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
」

で
は
、
世
帯
の
年
間
収
入
階
級
別
の
集
計
も

な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

世
帯
当
た
り
年
間
平
均
収
入
試
算
額
は
、

年
間
収
入
階
級
ご
と
の
世
帯
数
に
階
級
値

（
原
則
と
し
て
そ
の
階
級
の
真
ん
中
。
な
お

1
5
0
0
万
円
以
上
の
階
級
は
2
0
0
0
万

円
と
し
ま
し
た
）
を
乗
じ
、
そ
の
合
計
額
を

階
級
別
世
帯
数
の
合
計
で
除
し
て
算
出
し
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
算
出
し
た
世
帯
当
た
り

年
間
平
均
収
入
試
算
額
が
最
も
高
か
っ
た
の

は
千
代
田
区
の
7
9
3
・
0
万
円
で
、
以
下
、

港
区
、
中
央
区
、
目
黒
区
、
渋
谷
区
と
続
き

ま
す
。
ち
な
み
に
千
代
田
区
は
全
国

1
2
9
2
市
区
町
村
の
中
で
も
最
高
額
で
、

全
国
の
10
位
に
上
記
5
区
と
世
田
谷
区
の
計

6
区
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

逆
に
最
も
低
か
っ
た
の
は
足
立
区
の

4
3
1
・
7
万
円
で
、清
瀬
市
、武
蔵
村
山
市
、

板
橋
区
、
福
生
市
、
昭
島
市
と
続
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
世
帯
の
年
間
収
入
階
級
別
と
住

宅
の
所
有
区
分
を
グ
ラ
フ
化
し
て
み
ま
し

た
。
図
2
が
千
代
田
区
、
図
3
が
足
立
区
で

す
。

　

千
代
田
区
は
年
収
5
0
0
万
円
未
満
の
階

級
の
世
帯
が
少
な
く
、
そ
れ
以
上
の
階
級
の

世
帯
が
多
い
の
が
特
徴
的
で
す
。
ま
た
持
ち

家
住
宅
率
は
高
く
な
い
も
の
の
、
そ
の
他
の

借
家
の
割
合
が
目
立
ち
ま
す
。
そ
の
他
の
借

家
に
は
U
R
・
公
社
の
借
家
と
給
与
住
宅（
社

宅
等
勤
務
先
が
所
有
す
る
住
宅
）
を
整
理
し

て
い
ま
す
が
、
千
代
田
区
の
場
合
は
給
与
住

宅
が
多
く
、
安
定
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

一
方
足
立
区
は
、
2
0
0
万
円
台
の
年
収

の
世
帯
が
最
も
多
く
、
こ
の
階
級
周
辺
の
持

ち
家
住
宅
率
が
低
い
こ
と
、
ま
た
そ
の
他
の

借
家
も
U
R
・
公
社
の
借
家
の
割
合
が
高
い

状
況
で
す
。

　

た
だ
し
こ
の
統
計
を
用
い
る
際
に
注
意
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
年
齢
と
の
関
係

で
す
。
年
齢
別
人
口
で
も
見
ま
し
た
が
、
千

代
田
区
、
中
央
区
、
港
区
の
い
わ
ゆ
る
都
心

3
区
に
新
宿
区
、
渋
谷
区
を
加
え
た
5
区
は

本
年
1
月
現
在
で
も
ま
だ
高
齢
化
率
が
20
％

に
満
た
な
い
状
況
で
あ
り
、
勤
労
世
帯
が
多

い
で
し
ょ
う
が
、
高
齢
者
の
割
合
が
増
え
る

と
年
金
生
活
者
の
割
合
が
増
加
し
年
収
そ
の

も
の
は
低
下
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
本
来

は
年
収
以
外
に
保
有
金
融
資
産
も
考
慮
し
な

い
と
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
が
、
現
段
階
で

筆
者
は
そ
の
情
報
を
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

図1　東京都と全国の標準化死亡比の分布（市区町村）

図２　世帯当たり年間収入試算額と住まいの分布（千代田区）

図３　世帯当たり年間収入試算額と住まいの分布（足立区）
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自宅持ち家比率＝48.9％（全国平均61.7％）
平均年収試算額＝431.7 万円（全国平均462.6 万円）
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1
9
4
2
年
に
僧
侶

だ
っ
た
父
と
診
療
所
を

実
家
に
持
つ
母
の
間
に

生
ま
れ
た
。
実
家
は

「
臼
井
」
と
い
う
。
上

に
兄
1
人
と
姉
2
人
が

い
る
。

　

父
は
か
な
り
破
天
荒
な
性
格
だ
っ
た
ら
し

い
。
日
蓮
宗
の
僧
侶
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
冬

の
間
、
薄
い
麻
衣
を
ま
と
っ
て
水
行
、
托

鉢
、
誦
経
、
題
目
な
ど
の
荒
行

を
行
う
「
百
日
寒
行
」
は
5
年

間
（
5
行
）
も
経
験
し
た
と
聞

か
さ
れ
た
。
こ
れ
を
5
年
間
続
け
、
そ
の
後

も
ど
こ
か
の
寺
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
当

時
の
熱
河
省
へ
布
教
活
動
に
飛
び
出
し
、
10

年
ち
か
く
過
ご
し
て
い
た
そ
う
だ
。

　

父
の
生
活
ぶ
り
を
よ
く
知
っ
て
い
た
母
は

「
わ
が
子
に
は
お
坊
さ
ん
だ
け
に
は
さ
せ
ま

い
」
と
心
に
誓
っ
た
ら
し
く
、
息
子
は
医
師

に
さ
せ
た
い
と
考
え
た
と
い
う
。
実
家
の
兄

（
私
に
と
っ
て
の
伯
父
）
が
医
師
だ
っ
た
こ

と
か
ら
そ
う
考
え
た
の
だ
と
思
う
が
、
そ
の

意
思
は
私
が
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

私
自
身
の
「
幼
児
体
験
」
は
、
や
は
り
戦

争
で
あ
る
。
生
ま
れ
た
当
時
は
す
で
に
父
は

内
地
に
戻
っ
て
お
り
、
八
王
子
に
疎
開
し
て

い
た
が
、
当
時
は
大
本
営
の
築
い
た
八
王
子

地
下
司
令
部
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
連

日
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
空
襲
に
見
舞
わ
れ
て
い

た
。
夜
に
な
れ
ば
灯
火
管
制
が
敷
か
れ
、
夏

の
暑
い
盛
り
に
薄
暗
く
土
臭
い
防
空
壕
で
夜

を
過
ご
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
ま
た
終

戦
直
後
も
親
戚
縁
者
の
な
か
に
戦
地
帰
り
や

傷
痍
軍
人
が
お
り
、
幼
心
に
戦
争
の
悲
惨
さ

を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

　

戦
争
が
終
わ
っ
た
後
、
私
は
新
学
校
制
度

の
も
と
、
八
王
子
市
内
の
小
学
校
に
入
学

し
、
高
校
か
ら
は
立
川
高
校
に
進
学
し
た
。

旧
制
下
の
東
京
府
立
第
二
中
学
を
継
ぐ
も
の

で
、「
村
長
養
成
学
校
」
と
い
う
異
名
が

あ
っ
た
。
リ
ベ
ラ
ル
な
校
風
が
特
徴
で
、
年

に
一
度
の
学
校
祭
は
校
外
に
も
広
く
知
ら

れ
、
校
風
に
ひ
か
れ
て
転
校
し
て
く
る
学
生

が
い
た
ほ
ど
だ
。
2
年
生
の
時
、
私
の
ク
ラ

ス
で
は
武
田
泰
淳
の
「
ひ
か
り
ご
け
」
の
演

劇
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
演
出
を
担
当
、
最

優
秀
賞
に
輝
い
た
。
ま
た
当
時
は
学
園
紛
争

が
華
や
か
な
頃
で
、
高
校
を
卒
業
し
た
O
B

が
「
オ
ル
グ
」
に
来
て
い
た
。
私
も
訳
が
分

か
ら
ぬ
ま
ま
デ
モ
に
連
れ
て
行
か
れ
、
清
水

谷
公
園
か
ら
首
相
官
邸
、
国
会
、
日
比
谷
公

園
ま
で
練
り
歩
い
た
思
い
出
が
あ
る
。

　

多
摩
と
い
う
土
地
柄
の
気
風
を
一
言
で
表

す
な
ら
、「
荒
々
し
い
」
だ
ろ
う
。
新
田
義

貞
の
分
倍
が
原
の
合
戦
の
土
地
で

あ
り
、
八
王
子
千
人
同
心
の
根
拠

地
、
幕
末
の
新
選
組
を
生
ん
だ
武

道
に
励
む
土
地
と
し
て
も
有
名
だ
。

　

高
校
を
卒
業
、
千
葉
大
学
医
学
部
に
進
学

す
る
際
に
こ
の
地
を
離
れ
る
が
、
こ
こ
で

育
っ
た
こ
と
が
後
年
、
役
に
立
つ
こ
と
に
な

る
。
東
京
都
医
師
会
会
長
を
務
め
た
際
に
歴

代
会
長
か
ら
「
多
摩
地
域
を
大
事
に
し
な
さ

い
」
と
、
気
性
の
激
し
い
多
摩
地
域
の
舵
取

り
の
難
し
さ
を
教
え
ら
れ
た
が
、
私
自
身
が

そ
う
し
た
気
風
の
な
か
で
育
っ
た
た
め
か
多

摩
地
域
の
方
々
と
気
脈
が
通
じ
、
あ
ま
り
苦

労
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

戦
争
末
期
に
生
ま
れ
、
気
性
の
荒
い
多
摩
に
育
つ

第２回

私の医道
唐澤祥人

元日本医師会会長

　

住
民
が
さ
ら
に
高
齢
化
し
て
い
っ
た
場
合

に
、
低
収
入
世
帯
、
こ
と
に
居
住
す
る
こ
と

自
体
に
一
定
の
費
用
負
担
を
強
い
ら
れ
る
借

家
の
方
々
へ
の
支
援
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か

は
大
き
な
課
題
で
す
。

◆
医
療
・
介
護
施
設
、
在
宅
医
療
・

　
介
護
事
業
所
等

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
医
療

は
、
当
初
は
在
宅
医
療
・
訪
問
看
護
等
を
中

心
に
考
え
ら
れ
、
病
院
で
の
医
療
と
は
一
線

を
画
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
し

か
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
を
考
え
た
と

き
、
万
一
の
時
の
入
院
医
療
は
必
要
で
す
。

　

医
療
・
介
護
施
設
等
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
所
在
が
分
か
る
こ
と
、
ま
た

比
較
的
広
域
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
当

該
地
域
で
実
際
に
ど
こ
の
施
設
が
利
用
さ
れ

て
い
る
の
か
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

区
部
で
は
高
度
急
性
期
・
急
性
期
病
床
が

多
く
、
市
部
に
慢
性
期
病
床
が
多
い
こ
と
は

ご
承
知
の
通
り
で
す
。
こ
の
よ
う
に
区
市
町

村
で
大
き
な
ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま
す
が
、
区

市
町
村
や
医
療
圏
を
越
え
て
機
能
の
異
な
っ

た
病
院
と
連
携
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

本
稿
で
は
病
床
機
能
報
告
や
地
域
医
療
構

想
を
論
ず
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

2
0
1
5
年
の
病
床
機
能
報
告
の
集
計
を
行

っ
て
い
て
驚
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
ま

で
地
域
医
療
構
想
は
病
院
病
床
の
こ
と
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
病
床
機
能
報
告
制
度
に

該
当
す
る
診
療
所
が
都
内
に
2
7
3
あ
り
ま

す
。
病
院
が
5
7
2
で
す
の
で
、
全
体
の

32
・
3
％
が
診
療
所
で
す
。
病
院
と
診
療
所

と
で
は
自
ず
と
そ
の
診
療
圏
や
地
域
で
果
た

し
て
い
る
役
割
が
異
な
る
で
し
ょ
う
か
ら
、

こ
れ
ら
の
診
療
所
が
地
域
で
果
た
し
て
い
る

役
割
を
知
る
と
と
も
に
、
連
携
し
て
い
く
こ

と
も
大
切
で
し
ょ
う
。

　

介
護
老
人
保
健
施
設
や
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
そ
の
他
の
介
護
施
設
や
ケ
ア
ハ
ウ
ス
、

養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
老
人
福
祉
施
設
、
有

料
老
人
ホ
ー
ム
、
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
住
宅

等
に
つ
い
て
は
紙
面
の
関
係
で
省
略
し
ま
す

が
、
東
京
都
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ

て
い
ま
す
。
ご
関
心
の
あ
る
方
は
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　

次
に
事
業
所
等
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
施
設

と
異
な
り
、
在
宅
医
療
・
介
護
事
業
所
は
か

な
り
地
域
に
密
着
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
現
段
階
で
そ
れ
ら
の
事
業
所

の
一
覧
は
入
手
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
地
域

包
括
ケ
ア
を
考
え
る
に
は
な
く
て
は
な
ら
な

い
情
報
で
す
。
個
別
に
調
べ
る
こ
と
は
可
能

で
す
し
、
ほ
と
ん
ど
の
介
護
等
の
事
業
所
は

行
政
に
届
け
出
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
れ
ら
の
情
報
の
整
理
・
公
開
に
よ
り
、

把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
考
え
ま

す
。

◆
結
語

　

今
回
の
私
の
分
析
（
と
言
え
る
ほ
ど
の
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
）
は
、
一
応
、
区
市

町
村
レ
ベ
ル
に
ま
で
落
と
し
込
ん
で
は
い
ま

す
が
、
そ
れ
に
し
て
も
平
均
値
の
比
較
で
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
も
「
地
域

医
療
構
想
」
も
、
全
く
新
た
な
物
を
作
り
だ

す
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い

て
現
在
あ
る
人
的
・
物
的
資
源
を
有
効
に
活

用
す
る
こ
と
と
、
現
在
そ
し
て
将
来
に
わ
た

る
課
題
・
不
都
合
を
是
正
し
な
が
ら
、
そ
の

時
々
に
合
っ
た
体
制
づ
く
り
、
街
づ
く
り
を

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

目
標
年
度
と
言
わ
れ
る
2
0
2
5
年
ま
で

は
あ
と
8
年
余
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
お
い
て
、①
地
域
の
範
囲
、②
地

域
の
人
口
構
成
、③
住
民
の
健
康
状
態
、④
住

民
の
居
住
状
況
、⑤
住
民
の
所
得
等
、⑥
地
域

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
な
ど
に
つ
い
て
、
上

記
の
よ
う
な
視
点
か
ら
分
析
と
検
討
を
重

ね
、実
践
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

地
域
の
方
々
の
、
医
療
機
関
に
対
す
る
期
待

は
大
き
い
で
す
。


